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『ス ペ ー ドの 女王 』 の 老伯爵夫人 の

モ デル を め ぐ っ て

笠　　間　　啓　　治

1． 問題提起iv
。

プ ー
シ キ ン の小説 『ス ペ ー ドの女王』 の 老 伯爵夫人12｝の モ デ

ル と し て は ，ナ タ
ーリ ヤ ・ ペ トロ ヴ ナ ・ゴ リ

ーツ ィ ナ 公 爵 夫 人〔3）が 最 も有力

で【4］， い わば定説に近 くなっ て い る 。
プー

シ キ ン 自身そ の 日記 の 中で 半ば認め

て い る 
。 確か に 小説 の 老伯爵夫入 の 行動 ・性格の デテ ール に は ゴ リ

ーツ ィ ナ

公爵夫人を 思わ せ ちもの が少な くな い
。 だが プーシ キ ン が こ の 女性に 対 して 直

接観察する機会があ っ た か ど うか に つ い て は 甚だ疑問 で ある 。 当時の 宮廷に極

め て近い 大貴族 の 家柄に 加え て
， 五 代の皇帝に 仕え，上流社会に 隠然た る勢力

を有 して い た ゴ リ
ー

ツ ィ ナ 公爵夫人 と竃接面談する に は ， プーシ キ ン は余 りに

小さな貧乏貴族で あ っ た し，彼女の 前に 伺候で きる縁戚関係 もな か っ だ 6b
に

もか かわ らず小説発表（7） と同時に 人 々 が 『ス ペ ー ドの 女王』の 老伯爵夫人の 形

象 の 中に ゴ リ
ー

ツ ィ ナ 公爵夫人をみ とめ た の は ， 当時高名 の こ の 女性 の 私生活

をめ ぐる入 々 の噂に 基づ い て プ ーシ キ ン が老伯爵夫人を 造型 した た め に 他な ら

ぬ と考 え られ る。 即 ち ， 作者 の 直接観察に よ る独創的な性格分析では な くて，

ゴ リー
ツ ィ ナ 公爵夫人 の ユ ニ ーク な生活態度を め ぐり当時ひ ろ く流布 して い た

風聞が老伯爵夫人の 行動 ・性格の 基に な っ て い た と思わ れる の である 。 従 っ て

ゴ リーツ ィ ナ公爵夫人 モ デル 説を認め た と し て も ，
こ の こ とは 必ず し も他 の モ

デ ル の 介在を 否定す るもの で は な い 。 本論文に て エ カ テ リーナ ・ヴ ラ ジ ー ミ ロ

ヴナ ・ア プ ラ ク シ ナ 夫人〔9］ を モ デル と して 堤唱す る の は ，一つ の 作業仮説 と し

て で あ っ て ， こ の 現実的人物を モ デ ル と考えれ ば，従来 の ゴ リーツ ィ ナ 公爵夫

人説で は解釈で きない諸 デ テ ール に も合理的な説 明が可能 とな っ て くる と思わ

れ る か らで ある 。

2． 小説の 老伯爵夫 人は 80才の 老女〔9〕 とい うこ とに な っ て い るが，それ に し て

は 余 りに もか くし ゃ くと し て い る。雪 の 舞 う厳 冬で も夜毎篤車を走 らせ ，夜会

に 出か けて い る 。 小説の 場面は 1828−1831年頃 と設定 され て い る b
’Str°｝

， 現実の

ゴ リ
ー

ツ ィ ナ 公爵夫人は こ の 時既に 90才 に 近 く叫， 前 々 か ら自宅 に ひ きこ もっ
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た ままで 出仕す る こ と もな く， 人前に ほ とん ど姿を現わ さなか っ た と伝えられ

る〔1Pt
。 厚化粧で 夜会に 出か け る小説 の 老伯爵夫人 の 面影 か らは 程遠 い と言わね

ばならない 。 こ の点で は むし ろ ア プ ラ ク シ ナ夫人が モ デ ル と考えた方が説 明は

つ くの で あ っ て ， 当時夫人 は 60才前後で   ， 史上有名な ア プ ラ ク シ ン 家 の 夜会

の 女主人 と して 社交界で余りに も華や か な存在で あ っ た。結婚後の プー
シ キ ン

は夫妻で こ の 夜会に 出席 し，夫人 の 姿を直接見た もの と考え られ る 。

3．　作中 の 老伯爵夫人の 年齢 （80才）に つ い て は矛盾 した 面が い くつ か ある
。

例えば，葬儀 の 際に 彼女の 遺体を見て 気絶 した ゲ ル マ ン に対 し ， 彼は老伯爵夫

人の隠 し子だ との ささや きが起 きて い る a4
。 お そ らく20才代の ゲ ル マ ン が老伯

爵夫人 の 隠 し子 だ とす る噂に 人 々 が納得した とすれ ば， 老夫入は ど う し て も60

才代で なければな らぬ こ とに な る 。 プーシ キ ン は老伯爵夫人を造型す るに 当 っ

て ，小説 の 叙述 よりもも っ と低 い 年齢 の 女性を モ ディ
レ に考えて い た の で は な い

か との 推測が可能なゆえん である。少な くとも当時90才近い ゴ リーツ ィ ナ 公爵

夫人に 限定する訳に は い か な い
。 もし当時60才ばか りの ア プ ラ ク シ ナ夫人 もま

た モ デル に な っ て い た と仮定すれば，上 の 年齢に つ い て の 矛盾に合理的 な説明

を行な うこ とが で きる 。

4． 小説の 老伯爵夫人は若い 頃に パ リの 社交界で 人 々 の注目の 的 とな り，厂モ

ス ク ワ の ヴ a 一ナ ス 」
as なる異名を と っ た美女で あ っ た と な っ て い る 。

ゴ リ
ー

ツ ィ ナ 公爵夫人は幼い 頃か ら ヨ
ー・Pt ッ パ で育ち，結婚後もル イ 王 朝の社交界に

出 て い て ，こ の 点で は 小説 の 記述 に 合致する経歴 で あ る けれ ど も，そ の 頃 に

「モ ス ク ワ の ヴ ィ
ー

ナ ス 」 に 類する仇名を持 っ て い た との記録 もな い し，美貌

の 評判もなか っ た 。 今 日知 られ る肖像画 か ら判断 して美女か らは 遠 か っ た と思

われる1塒。 お そ ろ し く不美入だ っ た との 評衝 もあるnl
。 老年に な っ て 口 髭を濃

く生 や して い たため に 「ひ げ夫人調 の 仇名が陰 口 の よ うに ささや か れ て い た 。

こ れ とは 反対 に
，

ア プ ラ ク シ ナ 夫人 の 方は若い 頃か ら美女 の 評判が高 くan，母 に

伴 なわれ て革命前夜の フ ラ ソ ス 社交界に デビ ュ
ーして ， そ の表情や え に 「怒れ

る ヴ n 一ナ ス 」
ne と呼ばれ て い た とい う。 小説 の 「モ ス ク ワ の ヴ ィ

ー
ナ ス 」な る

表現は こ の 仇名を ヒ ン トに して プーシ キ ン が創 出した との 推定 もある
’？O

。 少な

くともこ の仇名に よ っ て老伯爵夫人の若き 日の 美貌を作者は 強調せ ん と し て い

る こ とは確か で ある か ら ，
こ の 点 に 限 っ て は ア プ ラ ク シ ナ 夫人 の 方が モ デル と

して有力だ と言わねばな らな い
。 小説 の 中に 次 の 叙述があ る。 ゲ ル マ ン が老∫白

爵夫人 の 寝室へ 忍び込ん で み る と ，

’
厂パ リ の ル ブ ラ ソ 夫人 の 筆に な る 肖鱇画が

二 枚 ， 壁に か か げて あ っ た 。

一
枚は年の こ ろ 四 十ばか りの あか ら顔 の 肥大漢を

一　 2

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

あらわ し，そ の淡緑の 軍服 の 胸に は勲章 が輝 い て い る 。 も う
一

枚は年若な鉤鼻

の 美女 で ， 打 ち粉 した 髪を額際深 くな で あげ ， 薔薇 の 花 を さ し て い る 尸 （神

西清訳 ）。
つ ま リ ア プ ラ ク シ ナ 夫人 の 夫 ス テ パ ン ・ス テ パ ノ ヴ ィ チ ・ア プ ラ ク

シ ン pm の 肖像画 と，若 き日の 彼女自身の 肖鱇画 で あ るOU
。 夫妻 の 結 婚は 1793

年as
， 夫は40才ほ ど で あ っ た こ とを指摘 して お ぎた い 。

5．　 ア プ ラ ク シ ナ夫人に は一男二 女が あ りos， 長女 ナ タ
ーリヤ ・ス テ パ ノ ヴ ナ

は 1821年 に セ ル ゲ イ ・セ ル ゲ ー
エ ヴ ィ チ ・ゴ リーツ ィ ン 公爵に 嫁 した  

。
プー．

シ キ ン は こ の夫妻 と親交が あ り，た び た び彼女を訪ね て い る as。 プーシ キ ソ に

と っ て ナ タ ーリヤ ・ス テ パ ノ ヴナ は 忘れ られぬ 名前で あ っ た と の推測 もあるOS
。

プー
シ キ ン が こ の 人 の 口 を通 じて ア プ ラ ク シ ナ 夫人 の 性格や私生 活 の

一
端に触

れ た と して も不思議 で はな い
。

プーシ キ ン は 『ス ペ ードの 女王 』執筆 の 少し前

に 小説 『小 さな広場の 片隅に て 』を構想 して い るee
。 結局これは未完 に終 っ だ

が， こ の 中で ナ タ ー リ ヤ ・ス テ パ ノ ヴナ とそ め 父 親 ス デ パ ン ・ス テ パ ノ ヴ ィ

チ ・ア プ ラ ク シ ン を登場させ て い るcm
。 全 くの 想象だ か ，あの有名な ア プ ラ ク

シ ン 家 の 夜会を描 く予定に な っ て い た の で は な い か 。 そ して こ の 夜会 の 女主 人

ア プ ラ ク シ ナ 夫人 も登場す る こ とに な っ て い た の で は な い だ ろ うか 。 少な くと

もア プ ラ ク シ ナ 夫入は プー
シ キ ン の 視野の 中に存在 し，創作の モ デ ル とな りう

る可 能性だ けは持 っ て い た と言 うこ とが で きよ う。

6． や は り 『ス ペ ードの 女王』執筆の 少し前 プー
シ キ ン は未完の 小説 r書簡体

の ロ マ ソ 』ma を書ぎ始め ， そ の 中で養 女の 問題を 扱っ て い る。
こ こ で 提 起 さ

れた 養女の テ ーマ は 『ス ペ ードの女王』の 養女 リザ ヴ ェ
ータ ・イ ワ ノ ヴナ の 形

象に つ なが っ て くる こ と は ， 従来か ら指摘さ れ て い る所で ある ta
。 だ が ，

プー

シ キ ン が何故に養女 の 問題 を堤起 し，明 らか に ヒ ュー
マ ソ な 同情的な姿勢を示

した の で あろ うか 。
こ の 点 の 考察は従来ほ とん どな され なか っ たが， こ の 時期

の プ ーシ キ ン の 伝記 の 中に，ア プ ラ ク シ ナ夫人に 育て られた 三 人の 養女が現わ

れ て くる事実を指摘してお か ね ば な らな い
。 即 ち， ソ フ ィ ヤ ・フ ヨ

ード P ヴ

ナ ・プ ーシ キ ナ
，

ア ン ナ 。カ ル ロ ヴナ 。ウ ス チ ーノ ワ 夫人 ，
マ リヤ 。ド ミ ト リ

＝ ヴ ナ
・ウ フ トム ス カ ヤ 夫人で あ っ て ， こ れ らの 女性は 濃淡の 達い は ある が プ

ーシ キ ン と親 し く， しか も養女 とい う立場か らお互 い結婚後 も交通な どがあ っ

た と考え られ る 。
つ ま り，養女の 形象の 創出に 当 っ て は 現実的な モ デ ル が存在

し て い た 。

7．　 これ らの 女性 の 中で ソ フ ィ ヤ ・フ ヨ
ード ロ ヴナ ・プーシ キ ナ は 詩人に と っ

て 大ぎな意味を持つ 女性で あ っ た 。 彼女は 両親 と死別後姉 ア ン ナ ・
フ ヨ

ー ドコ
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ヴナ と瀦 に ア プ ラ ク シ 秩 人 に 引 諏 肱 ， 養女 と して 夫人 の 手元晴 て ら
れ た 図

・ 1823靴 姉ア ン ナ … 一 ド・ ヴ ナ カ・ワ シ ー
リー．ペ ト 。 ヴ ， チ ．ズ

た フ と黼 した の 畔 な い
・ 蜘 ・ ・ ヤ ・フ ・

一 ド ・ ヴ ナ も・ プ ラ ク シ 塚
を出て 繭 の 嫁ぎ先ズ プ ・ フ 家に 同胤 て V・た ． 追簾 鰍 の プーシ キ ． が ワ

　
シ ー

り
一 ・ズ プ コ フ と友人に な り， そ の 邸 を 頻 繁 に 訪 問 して い る中に ソ フ ィ

ヤ プ ・ づ 吋 ナ に恋 を し・ 蒲 し た
。

こ れが ， プーシ キ 。 頓 剣に 雛 を
考 え撮 伽 人で あ ・ た と繍 て い る 衡 ・ 耽 ・ け ワ 。

一 ド 吋 ナ に も
恋 し て い た との 翻 もあ 硫 ズ プ ・ 呶 を謙 て ・ の 鰍 襯 。 く訊 込
ん だ 際 当然微 らの 不執 過去瀁 嘲 だ ・ た 人 の こ とな どが 話題敵 。 た
と思わ れ る ・ 親 の 小説 r書離 の ・ マ ・ 』鞭 の 齢 前 の 蘇 事驚 るか ら，

こ の 中で 歡 嫺 題 を論 じて い る 鰯 は， ・ ・ ， ヤ ・ フ 。．．．ド 。 ヴ ナ との か カ、
わ りの上 で教 なけ撚 ならな い で あろ う． プ ー

婢 ン は蠍 とい う端 の 心
黝 屈辱 姓 ま の ま ま示 して い るが ， それ 睡 く啌 想の 動 で 徽 く詩 人
とソ フ ・ ヤ … 一 ド ・ ヴ ナ との 諞 の 中で生 熱 熾 女 へ の 同齢 ・言 わ せ た

もの と教 ら泌 ・ひ ・ ・ とす る と ， … ヤ ・フ 。
一

・・
’

。・9
’
ナ か ら酵 聞 、、

皓 眺 その まま小説帥 へ くり入批 の か もし糠 晩 そ して，プー
シ キ

ン は ソ フ ・ ヤ ’
・ ・

一 陣 ヴ ナ （お よび姉 ア tr ． 7 。
一 ド ・ ヴ ナ ）。 g の 上 に

思 い 嫐 す時・微 ら蟻 囃 た る ・ プ ラ ク シ 秩 人嬉 在嘸 視で きな か 。

た 筈で ある に もかか わ らず・ こ 味 完 の 小説で 鱶 磯 の 糠 化に は 至 。 て L、

ない
・ と い う よ リ ア プ ラ ク シ ナ 夫人 の 存在を ・ 、 ク シ 。 ・ 化で きなか っ た 。 と

が，『書離 の P
’
？ ・ 』 の 未完 の 酷 で をまなか 。 た だ ろ うか ． そ の 作業は rス

ペ ー ドの 女王』 に移行され た と解釈 で きる だ ろ う。

8・ 養女嫻 懸 詮 恫 じ トー
・ で rス ペ ードの 妊 』 の中で反復 さ泌 と共

に ・ 甦 一
鎚 め て 歡 と養い親 との 対立 とい う形 で ・ ， ク’。’。

’
一 化が徹 わ

れて い る・ 老伯爵夫入 の 懿 の 提示が 養女 ・ザ ヴ ．
一・ ・

イ 。 ， ヴ ナ と の 対置
と い う形 で な されて い る ・ とを指摘 し な肺 ぱ ならな い

． 言い 鰍 れば ，。 プ
ラ ク シ ナ 夫人 と い 狽 体的な人 物を取 り上 げて小説 の ・ イ ・ ・テ ー

マ に 結び っ

けよ うと したが故に 瀁 如 櫞 化 の 試欄 官と同 じ形 礪 び こ こ 噸 活 して
きた と解釈 する こ とが できる 。

9・ ア プ ラ ク シ ナ 夫人 の 鰍 の 中で もう一
人 ・・ け ・・ ル ・ ヴナ ．（雕 シ チ

ッ ツ）cm と い う女性 と プ ーシ キ ン は 知己 であ っ た。 こ の 女 性 は ア ド リア ン ．ミ

ノ ’（ n ヴ ・ チ ウ゚ ス チ ー
・・鋼 と結婚 し ，

モ ス ク ・ の ヴ ・ ズ ドヴ 。 ジ 。 ン カ （現
カ リー

ユ 頒 嚥 5）に 住 ん 蹴 醐 が ペ テ ・レ ブ ・げ の ウ ス チ ー、 フ の 櫞
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の
一

つ に 住ん で い た こ ともあ っ て ，プー
シ キ ン は こ の 夫妻と親交が あ り， 1831

年 2 月 ，
モ ス ク ワ に住む こ とに な っ た時，自分の ア ド レ ス を ウ ス チ

ー
ノ フ 家 に

書ぎ残 して ぎて い る。親交 の 程度に つ い て は 詳細は不 明だカ｛，四 囲の 状況か ら

推察 して 夫人 とも会 い
， 親 し く話 した こ と もあ っ た と考 え られ る。 同 じ養女同

士 とい うこ ともあ っ て ソ フ ィ ヤ ・フ ヨ
ー

ド P ヴ ナ ・プ ー
シ キ ナ と こ の ウ ス チ

ー

ノ ワ 夫人 と の 間 に は か ね て か ら文通がなされ て い た と され て い るか ら，彼女た

ち の共通の 養 い 親た る ア プ ラ ク シ ナ 夫人 の 墫 も出て きた と考え る の が 自然 で あ

ろ う。 更 に ， 『ス ペ ー
ドの 女王』 の 中で老伯爵夫人 と リザ ヴ ェ

ータ ・イ ワ ノ ヴ

ナ と の 心理 的な葛藤が抑制 した筆で 客観的に 述べ られ て い る点に 注 目すれば，

既に 結婚 して 養い親 か ら離れて 生活 して い る ウ ス チ ーノ ワ 夫人が 大 き く浮か び

上 っ て くる 。 彼女は か つ て の養 い 親 に 対 し心理的な冷静さを保ち つ つ 回顧 で き

る だ け の 年齢 ・環境に あ っ た 。 『ス ペ ードの 女王』 の 老伯爵夫人 と同 じ くア プ

ラ ク シ ナ夫人 も，基本的に は 善良な性質 の 人で あ っ ただ ろ うが ， 人生 の挫折 も

知 らず ， 実生活の 苦労 と も無縁 に 育 っ た 女性 の 常 と し て ，他人 に 対 して は気 ま

ぐれ で ，
エ ゴ イ ス チ ッ クな態度を と っ て い た で あろ う。 ま して や 養女 の 目か ら

見た 時，し ば し ば無意識的な暴君 に 変貌 し た で あろ う。 養女 で あ っ た ウ ス チ ー

ノ ワ 夫人 として は ， 養 い 親 に 感謝 し，恩義を感 じ て い た が ， 同時に 心 理的 な反

撥 を今 も抱きつ づ けて い た で あろ う。 プー
シ キ ン は ウ ス チ ー

ノ ワ 夫人 の 社交的

な修辞で か ざ られ た 話 の 裏に そ の よ うな心理 の屈折を読み取 っ た の で は ない だ

ろ うか 。

19．　そ の 他に ，
ア プ ラ ク シ ナ 夫人 は 遠 縁 の マ リヤ ・ド ミ ト リ Pt ヴ ナ ・ゴ リー

ツ ィ ナ IUtとい う名 の 孤児 を引ぎ取 っ て 育て ， 後に ア レ ク サ ン ドル ・ イ ワ ノ ヴ ィ

チ ・ウ フ ト ム ス キ ー公爵   に 嫁が せ て い る。
プ ーシ キ ン は こ の 人物と親交を結

ん で い た こ とが知 られ て お り畝 当然 そ の 夫人 の 口 か ら ア プ ラ ク シ ナ 夫人 の こ

とを 聞か され た と思 われ る が ， 詳細は分か っ て い な い
。 な お ， 小説 の 作中人物

の トム ス キ ー
な る姓 は こ の ウ フ ト ム ス キ ー

を ヒ ソ トに 作 っ た プ ー
シ キ ン の遊び

と考え られ る 。
ロ シ ア貴族 に ト ム ス キ ー

と い う姓 は存在せ ず，当時 の 入な ら ウ

フ ト ム ス キ ー
を直 ぐ連想 した と思われる 。 もしそ うな らプ ー

シ キ ン の 作中人 物
（老伯爵夫 人 の 孫 とい うこ とに な っ て い る） の 姓を もて あ そぶ こ と に よ っ て ，

具体的な人物 （ア プ ラ ク シ ナ 夫入 ）を暗示 し よ うと した の で は ある ま い か fe
。

11． 結論 。 老伯爵夫入 の モ デル が ゴ リーツ ィ ナ 公爵夫人だ と す る従来 の 通 説

を否定す る もの で は な い
。 事実 ， 小説 の 中 の 数多 くの デ テ ー

ル が こ の モ デル の

日常 の 生活態度 と合致 して い る。 また ，ザ グ リ ャ ス カ ヤ 夫人説に つ い て もこ こ
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で斥け て い る訳で は な い 幽。 しか し，プー
シ キ ン が小説 『ス ペ ードの 女王』 を

創作す るに 当 っ て 上 の モ デ ル の 他に 更に もう
一

人 ア プ ラ ク シ ナ 夫人 を念頭に 置

い て い た と考え る 。
つ ま り， 小説 の 老伯爵夫人 は単一

の モ デル か らの 写真で は

なか っ た。当時の 人 々 の 話題を集め て い た ゴ リ
ー

ツ ィ ナ 公爵夫人 に つ い て の 喰

を基 に 大枠の 輪廓を作 り， 同時に ア プ ラ ク シ ナ 夫人を造型の 素材 と して 用 い
，

プ ｝シ キ ン の 感清生活に つ ながる女性を対置させ る こ とに よ っ て ア プ ラ ク シ ナ

夫人 を フ ィ ク シ ョ ン 化させ て い っ た と考える。 そ うい っ た フ ィ ク シ ョ ン 化が余

りに も見事 に なされ ， 老伯爵夫人 の 形象が それ 自体 と して 存在感を 確立 し て し

ま っ たが ため に，ア プ ラ ク シ ナ夫人の 具体的デ テ ール が小説 の 中に 埋 没 し て隠

れ て し ま っ て ， 当時 の 入 々 も後世 の 読者 もそれ と．気付か ずに終 っ た と解す る こ

とが で きる 。 従来の プ ーシ キ ン 研究で ア プ ラ ク シ ナ 夫人の 名がほ とん ど登場 し

て こなか っ た ゆえん で ある 。

註 （1） 本 論文 で は プ ー
シ キ ソ か ら の 引 用 は A ．Gfiy ！ilKHH ・BonHoe　 co6paRHe

　　 coqHHe 凹雌 日 17−u 　 ToMax ．　 K3n．　 AH 　 CCGP ，
　M ．・JI．， 1937−1959 に よ り， そ の

　　 巻数 と ペ ー
ジ 数 の み を示 すこ と とす る 。

　（2＞　PpaCl ）uHfi 　AHHa ΦeAoToBHa （A．　C。1
’
lyuJKHH，　T．8．　c．227）．

　（3）　KHHrHHH 　HaTanbH　ReTpoBHa　roπH艮b匚Ha 　（1日典生 qepHb【L［leB）　（工741
−1837）・　こ

　　 の 人 の 経魘 に つ い て は 既 に
．数多 くの 言及 が な され て い る し，本 論 文 とは 直接関連 し

　 　 な い の で ，繰 返 さな い o

　（’t） H．H．　ronMロblHa 公 爵夫 入 に 言 及 す る 人 は 『ス ペ ードの 女 1 』 の モ デル と し て 扱

　　 う場 含が ほ と ん どだ が，異 論 が な い 訳 で は な い 。 本 論 文 で は H．H．　ronPiqHHa公 爵

　　 夫人 モ デル 説 を 否 定 す る も の で は な く，こ の 女 性 に 加 え て 更 に 嬲 の モ デ ル が 存 在 し

　　 うる との 立 場 に 立 っ て い る 。 H ．　rl．1’onvallbiHa 公 爵夫 入 モ デ ル 説 の 検討 は 別 の 機 会

　　 を 待 ち た い
。

　 （5）　 『ス ペ ードの 女 王 』 発 表 直 後 の 1834年 4 月 7 日付 の 日 記 の 中 で プ
ー

シ キ ン は 「私

　　 の ス ペ ー
ドの 女 王 は 大 い に も て は や さ れ て い る。賭 博打 ち た ち は 3 ・7 ・1 に か け て

　　 い る 。 宮中 の 人 た ち は 老 伯 爵夫 人 と H ．n ．公 爵夫 人 と が 似て い る と し て い る が ， 別

　　 に 問 題に ば な っ て い な い よ うだ 」 と 書い て い る （A．C．1
’
lyUIKHH，　 T．12，　 c．324）』こ

　　 こ で H・　R ・公 爵 夫 人 と あ る の は H ．H ．　roπ畷 b田 a 公爵夫 人 で ，こ の こ と を 上 の モ デ

　　 ル 説 の 有 力 な 根 拠 と し て 扱 うの が プ
ー

シ キ ン 研 究 の 大勢だ が，本 論 文 で は む し ろ プ

　　
ー

シ キ ソ が 予 想通 り の 反 響 を 得 て，自己 の 真 意が 韜 晦 で き た こ と へ の 安 堵 感 を 見 て

　 　 と りた い 。

　   H・　K・TeneToBa ・3a6bIThIe　poAcTBeHHb ！e　 cBfi3H 　A ・C・rly田 KHHa ・」1・1981

　　 に よれ ば，家 系 図 の 上 で H ．H・1’oavallblHa 公爵夫 人 の 実家 qePHbI田 夸Bbl 家 と

　　 rly田 一 tHbl 家 とは ，　 PH〈eBCKHe 家 を介 し て 非 常 に 遠 い け れ ど も，つ な が っ て い る 。

　（7）　『ス ベ ードの 女 王 』 の 発 表は 1834年 （A．C．1
’
lyurKHH，

．
T．8，　 c．1054）。

一　6

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

（8）　EKaTepvaHa　Bna瓜HrHpoBHa 　Anpa ｝（cHHa （旧姓 1
”
onHqblHa ）

（9）　ocbMnAecnTHneTHfiH 　cTapyxa （A・C・FlyulKHH，　T・8，　c ・228）・

（10　『ス ペ ードの 女 王 』の 執 筆は ユ833年 10一ユ1月 と 推 定 され て い る が （A ．GI
’
lytuKMH，

　T，8，c．1054），原稿 の
一

っ に 「4 年 前 の こ と」と い う書 き出 し の も の が あ り，そ れ が

　「2 年 前」 と も 「5 年 前」 と も 「3 年 前 」 と もな っ て い る （A、C．1
’
lyLIIKSIH，　T．8，　e．

　 834）。　こ の こ と か ら判 断 し て プ
ー

シ キ ソ は こ の 小説 の 出来 事 を 1828−183工年 と 設定

　 し て い た も の と思 わ れ る。

（ID　H．　n ．　ronHUHHa 公 爵 夫 人 は 1741年 生 まれ で あ る か ら小 説 の 易 函 の ua　iU 　
’e’・少 な く

　 も87才 以 上 と い ．う こ と に な る。

  　A ．0 ．CMHpHoBa・PocceT．　 ABTo6Horpa φma ．（HeH3ムaHHble 　MaTepHa πb匸）．　M ．，

　 1931，　c．186．

  　E．B．　 AnpaKcmia 夫人 の 生 年に つ い て は 諸 説 あ る が，　H．　H ．　 ronHUbln．　 Poム

　 KHfl3eVl 　ro 朋 “b田 blx．　 T．1，　Cn6．，1892，　c．178 に 従え ば，1770年生 ま れ で 、小 説

　 の 場面 の 頃に は 58才 な い し61才 と い うこ と に な る 。

  　A．C．1
’
lyLUKHH，　T．8，　c．247．

  　la　Vξnus 　moscovite （A，　C．　nymKHH ，　T．8，　c ：228）．

aφ　HopTpeTHafi　MHHnaTlopa ・殖3　co6paHHst 　rocy皿apcTBeHHoro 　PyccKoro　My3efi ・

　 1．XVIII −HaHano 　 XIX 　BeKa ．蕨．1974，　c．71 に 1770年1気の H ．1
’
1．　romlllblHa 公

　爵夫人 と 思わ れ る 女 1生の 肖燦 画 が 再 録 され て い る が
，

お お よ そ30 才 で 新 慧 間 も な い

　彼 女 だ が 美 女 と．い うに は 余 りに か け 離れ て い る。・な お，瓢 ocKoBcKafi 　 H306pa3H −

　TenbHaH 　ttYIIIKHHHaHa ・BbTm 　l・M
．
1975，　c・81 に モ ス ク ワ の プ ーシ キ ソ 博 物 館 所

　 蔵 の 彼 女 の 晩年の 肖傑 画 が 収 め られ て い る が ， そ れ に よ っ て も 同様 に 言 うこ と が で

　 き る 。

  　ATpy6HHKQB ．　 KHfirvaHπ ronHlll）IHa 　 B　 MapbnHe　 H　FopoJue ．一《CTapble

　roAbl ＞＞，　1910，　zKo ∬ b・ceHTfi6ph ，　c・170；　ノエHeBHHK 　ny ［HKnHa 　1833
−1835・　flo瓜

　pen ・va　c 。6bfic　 npHMeqaHHfill 」I　 B・・n 　iMoA3aneBcKoro ．　M ・・rrr・，1923
，　c・132・

O＄ Princesse　moustache ・　こ の 異 名 は 名 高 く，　 H・H・1
「
oaHUblH ・ Poス KHfi3eVl

　 FonHUbrHblx・T．工・CU6 ．，1892，　 C・178　に も記載 さ れ て い る 程 で ある P 彼 女 の こ

　 と に 触 れ た 多 くの 証 言 が ， 半 ば 嘲 笑 的 な こ の 異 名 を 引 い て い る。こ の 他 に も Mou −

　stachine とか f6e　Moustachine と の 表 現 も と っ た と い う （∫i・　B・1〈pecToBa ・〈c　OHa

　oEHa 　6H　pa3yMena …　．・・》・
一く＜npoMeTeM）〉，10，1974・ c・171）o

  双．6naroBe．　 PaccKa3bl　 6a6ymKn 幽 BoclloM ” HaHHIi 　 nfiTH 　 noK 。∬ eH 瞬

　3anncaHHhle 　H 　co6paHHhie 　 ee 　BHyKoM 。　 CH6 ．，1885，　c．114．　　　　　　　　　　、

鋤　VEnus　en 　courroux （瓜 6AaroBo．　PaccKa3bl　6a6yuiKH．　CII6り1885，　 c．114）．

  　H，O ・諏epHep ・　PaccKa3bl　o　nyu1KHHe・几 21929 ・c・　149・

鋤　A ．C．　fiy【11KXH ，　T．8，　c．239−240．

  　CTenaH　CTenaHoBuq　AnpaKcHH． こ の 人 の 没 年 （1827年）に つ い て は 記 録 ば
一

　 致 し て い る が，生 年 に 対
．
し て は 様 a で あ る 。 OnblT　 HcTopnqecKoro 　pp 双 oc 刀 oBHfi

　 AnpaKcHHblx．　 Cn6 ．， 1841，　 c．12−13 は 1756年生 まれ と し，　A．　BJIaroBo．　PaccKa3H
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　6a6yLuKH．　 C目6．，1885，　 c．112 は 1757 年 ま た ｝よ1758 年生 まれ と し て い る 。

（20 　P．BenoycoB，　 M3 　poAocJ 匸oBHOth 　 repoeB 　 KHHr ．　 M ．，1974，　c．237−238 ； ｝0 ．

　 PaKoB・＜＜floM　I
’
IPIKoBoVI　A ・HMbl ＞＞，一・＜＜6e・lble 　HogH ・OLIepKH，3applcoBKH ，　 Aol〈y−

　 MeHThl ，　BocnoMliHaHHm ＞），　JI．，工971
，
　c．162−163．

  　H ．H ．　ro ハ HUblH ．　 PoJI　KHq3eX 　ro 」IHUblHblx ．　 T．工．　Cn6 ．，1892，　c．178．

鱒 PyccKHVI　6Horpaφ四 ecK 曲 cnoBapb ．　 T・II・CH6 ・，1900，　c241 ・

  　HaTanhfi　 CTerlarleBHa　 I「o 澗 飼 Ha （旧．姓 Ar匚paKcylHa）（1794−1890） ｝t1821 年

　 に CeP「顔 CePreeBHu　ronldLgblH公 爵 （1783
−1833）と結 婚 し た （H．　H ．　ronHubm ．

　 PoA　KHH3e 蝕 ro．IHII51HhlX ．　 T．1．　Cll6．，1892，　c．　181； E ．　CepqeBcKH且．3aHHcKH

　o　pone　KHH3eR 　ronHllblH正）lx．　Cn6 ・，1853，　c・147）・

  　M ．A．　LILInfinHHI　FpaΦA ．　A．　ApaicueeB．一（〈PyccKafi　cTapHHa ）〉，1900，　stHBapb ，

　 c．103．

  　　」τ・B・KpecToBa ・＜＜OHa　o皿Ha 　6b【 pa3yMeJ三a．．…．》・一（〈1
−
lpoMeTe消》，10，1974

・

　 c．173，

ee ＜＜Ha　y ・・y　MaxeHbKo ”　”」 。m ・nH ．．．＿＞＞ の 構想がね られ て い っ た めは，1829＃・11

　
−12 月 に ば じ ま り1832年 に 及 ぶ と推 定 され て い る （A ．GHymKHH ，

　 T ・8，　c・1053）Q

BO 」L　B・KpecToBa．〈｛OHa　o．qHa　6bI　pa3yMena− ・》・一く＜FlpoMeTeli＞），10・1974
・

　 c．173−174．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L

砌　｛〈PoMaH 　B　nHcbMax ）〉 の 執筆は 1829年 末 と推定 さ れ て い る （A．　C。”yLIIKHH，　T．8 ，

　 c．1051）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

G3　A・G・Hyrm〈1・IH．　Ho π Hoe 　co6paHHe 　coqHHeH レ説 BLuecTva 　ToMax ・Ho双 peμ・

　 IVI．　A．　 UAenoBclcoro，　 T．4．　 M3n．《ACADEMIA 》，筑 孤 ，1936，じ 740．

鋤　AHHa ΦeAopoBHa 　3y6KoBa （［日姓 IIEy田 KHHa ）（1803−1889 ），CoΦbH ΦeAopoBHa

　I
’
laHHHa（旧 姓 ”yi／JI〈vaHa）（1806−1862）の 姉 嫩 こ つ い て 1よ A −S”aroBo ・Paccl｛a3H

　6a5y 田 KH ．　（：n6．，　1885，460−461 ；　B．　JI．　 IMo 、K3a．neBcKHil ．　 Bacymli亘　HeTpoBHu

　3y6KoB 　H　ero 　3anHcKu．　一　〈（「ly！umH 　 H　ero 　 coBpeMeHHHKH 》．　 Bbm ．　IV，
1906，

　c，104−107 に 依 る D

参S　B・JI・阿 o皿3aJ二eBcKH 葭・　nynlKHH・JI・、 1929
，　c・339・

岡　 『ス ペ ー
ドの 女 王 』の 養 女 JIH3aBeTa ｝狛 aHOBIIa の モ デル に つ い て の 考 察 は ， 従

　来の プ ー
シ キ ン 研 究 で は 全 くな さ れ て い な い 。こ こ で は 本論 文の

．
主 旨 に 関 連 す る 範

　囲 で の み 具 体的 な指 摘 を 行 な っ た の で あ っ て，モ デ ル の 名 を 特 定 化 す る 意 図 は な い 。

G7｝　AHHa 　lくap 」：oBHa 　ycTHHoBa （「日姓 111HTヱ1）（A．5maroBo．　 PaccKa3bl　6a6yztlKH・

　C「16．，1885，c，46／）．な お，几 A．　Llepe 盞ci〈H“．　 fiytuKHH　H　ero 　oKPy ｝KeHMe ・刀 り

　 1975，c．504 は こ の 女 性 の 旧 姓 を ILIHIIと し て い る 。

  　Aflp｝iaH 　fVIHxainfOBug　yCTHHOB と プ ー
シ キ ン と の 交 際 に つ い て は，1〈・111U毋 OB ・

　 MocKoBcK ｝！爵 anpec ．一 《rlpoMeTe遊》，10，1974，　c．85−99　に よ る 9 　　　　　　
．
’

働　B ・CoKonoB・yKa3aTe ．ub 冫KHfi 賊皿恥 H3 双aH 雌 BMocKBe ，　Hnva　a双pecHas　KHHra ・

　 M ．，　1826，c．14．

  Mapb 月 丑翩 TpHeBHa 　yxToMcKaH （旧 tS　ronMllbIHa）．（双．　BnaroB 。．　 PaccKa3bI

一
　8　
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　6a6yLuKH．　 Cn6 ．，1885，　c。461 ； B．　JI．从 o皿3a 註 e 臼cKHI 廴 Bac｝
・mHik 「leTpoBHq　3y6・

　KoB 　｝1　ero 　3anncKH．一 （cny 田 KttH 　H　ero 　coBpeMeHHHI ｛“〉〉，　IV，1906，　c．工03）．

9D　AneKcaH 皿P　MBaHoBHq 　yXTOMCKHA 公 爵

幽　∬．A，　i−lepeUcKHth．　 HyulKHH　H　ero 　oKpy 冫KeHHe ．　 fl．1975，　c．434．

縛　M ．双．YxToMcKa 月 夫 人 の 姉 Bepa　AMMTplieBHa（1807−1850）　も ま た E−B・

　A αpaKcHHa夫入に 育 て られ，1829年 に H．　H．　ro π Hub 田 公 爵 1こ 嫁 い だ （皿．6aaroBo ．

　PaccKa3bl　 6a6yuiKH．　CH6 ．，1885，　c．461 ；　T ．「1．　FlacceK．　M3 　皿 a πbHHx 　JleT ．

　BocπoMHHaH 盥 ．　 T．　 IL　 M ．，1963 ，　 c．748 ）．プ ーシ キ ン が こ の 夫 妻 と知 己 で あ っ た

　 か ど うか は 不 明 で あ る。

  　n．BHalltOKtlH が プー
シ キ ン に 向 っ て ， 「伯爵夫入は H．口．　ronMUblHa公爵 夫

　人 に は 似 て い な い 。 む し ろ 別 の 老夫 人，HaTaπbπ KHPHnOBHa 　3arPfl＞iCCKafi （旧 姓

　Pa3yMoBcKaA）（1747−1837）と の 類似 点 が多 い 」 と指 摘 す る と，プーシ キ ソ ば こ の

　指 摘 に 同 意 し て，「性 格 や 習 慣 の 襖 雑 な H ．K．3arPfi＞｝CCKafi 夫 人 を 描 く よ り も，

　 H ・rl・ronHUb　Ha 公 爵 夫 人 を 描 く方 が や さ し か っ た 」　と 答 え た ：
一

と い う話 を

　H ．M ．6apTeHeB は 伝 え て い る （PaccKa3bl　 o　 nymKHHe ，3anPlcaHIIb エe　co 　cnoB

　ero 　Z【py3e益 「［・H・BapTeHeBblM 　B ／851−1860 　roAax ・レ冂【・，1925，　c・47）qJq
・iMaFiKoB ・

　rIy田 KHH ・BHorpaΦ四 ecKHe 　 MaTeplianbL 　 la　 YlcTop｝IKo −
」IHTepaTyPHble 　 oHeplcM ・

　 CH6 ．，1899，　c．412 も H ．　K ．3arPfl｝KCKaff 夫 人 モ デ ル 説 を 唱 え て い る 。本 諭 交 の

　E ．B．　AHpaKCHHa 夫 人 モ デ ル 説 ほ こ の 考 え を 排斥 す る も の で ば な く，現 在 ひ ろ く

　 流 布 し て い る H．H．　ro細 恥 IHa 公爵 夫 人 モ デ ル 説 と 共 に 並 立 し う る もの と考
’
え る 。

　 た だ，H ．　K ．3arpfi｝iccKa ” 夫人 は 嫁 の 子 MapHfi 　BacHnbeBtla　 l〈oqy6eit （［日姓

　BacHnbqHKoBa）（1779−1844） を 育 て，嫁 ぎ先 の Ko ・iy6eif 家 に 同 居 して い た （A・

　Ma 茸KoB ．1
’
lyulKHH．　Cn6 り1899，　c．397−4／3 ；pyccK 盟浜 5pTorpaΦHgeci 〈Hii　cnoBaph ．

　冫Ka60KpHTcKH 勇一3a再oBcKH 旨・瓢・− Cfi6・，1916，　c・159−161）。　し か し こ の 話は

　 『ス ベ ードの 女 王 』 の 老 伯 爵 夫 人 と 養 女 JIH3aBeTa　 MBaHOBHa と の 関 廉に は な じ

　 ま な い と 考 え られ る 。

E．B．　A ロpaKcHHa− rlpoToTHH 　cTapoVI 　rpacpvaHH 　B
‘‘nHKoBoit

　　　　　　　　　 双aMe
”

　A．　C．　ny 田 KHHa

K∂苴皿冫KH 　 KACAMA

　　 MHo 四 e 肛 y田 期 HHcTb 【 cq 疑 T 踟 丁 ロpoToTH ロ oM 　cTapoM 　rpaopvlHu 　TonbKo 　HaTahbro

HeTpoBHy　I’onplub 田 y （ypox〈A ．　 qepHbi皿王eBy ）（1741−1837）．　 ABTop ∂Toit　cTaTbH 　He

oTpHUaeT 　gToro 　Bceo6uaero 　MHeHn ”，　H．O ，ya
’
Bep ＞KAaeT ，　HTo 　Mo 冫KHO 　HaVITIi　BO 照 0瓢 e・

Hxe ・ 9epT ・e 皿 e 。八 Ho 且 擢 eH 皿 HHbf ，− EKaTepvaHも1　B・rraaHM ” poBHbl　Anpa κcHHoil （ypo瓢

r’o π nublHoVa ）（1770−1850）．　A ．　C，　ny 【uK 認 6bM　3HaKoM 　c　ceMbe 員 AllpaKcpHNx　H，

M ・）KeT 　 6blTb，　 He 　pa3　Bnaen ”opTpeT ，　K306pa 班 aB 田 繭 E・B・AnpaKcHHy 　B　M 。繊 o 一
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cT".  X3BecTffo, gTo  oHa  6bma  KpacaBHqeva  H  B cBeTcKvax  Kpyrax  ee  Ha3blBaml

"V6nus
 en  courroux".  B KoHue  1820-x roAoB  nylliKvaH fiHcan  poMafl 

"Ha

 yrny
ManeHbKoA  NnourajtH'',  rne  HaMepeH  6bm  M3o6pa3mb  Bcex  uneHoB  cerlbH  Anpa-

KCHHhlX,

   B TO  llCe BPeMH  B  He3aKOHgeHHOM  
"POMaHe

 B n"CbMaX"  nYIIIKHH nOAHfin

BOnPOe  o  Boc"ueaHHMlle.  iVlo>lc?Io npennono>i(HTb,  gTo  B 
"llHKoBoti

 naMe"  JIH3a-
BeTa  l.IBaHoBHa fiBn"eTc"  AaabHefiulHM  pa3BHTHeM  BocnHTaHHullbl  

"POMaHa
 B

nHcbMax'1  B  
"nxKoBova

 naMe"  o6pa3  cTapoX  rpaC)HHli  eonpeBO}KnaeT  llepePO-

>KAeEme  npyron  pepoHHH-ee  BocnHTaHH"llbl,  B Ae-cTBHTenbHocTli  EKaTepnHa

BXaJIMMHPOBE[a BocnnTblBa"a  Hecl<onblco  neByuJeK. M3 Hvax  nyruKuHa xOpouJO

3HanH  geTbipe  )KeHtrlMHbl  : AHHa  H Co ¢ bfi ¢ eAopoBHbl  HyulKHHHbl, AHHa  KaPJOBHa

YCTMHoBa (ypO)fcn- ll1usll), MapHA  AMMTpvaeBHa YxToMcKafi (ypo}KA. ro"HublHa)-

'
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